
条市൝SIB （Social Impact Bond）

条市 市ਫ਼活෨ ஏ域振興課

ད域にྉ๗をภむあたらしい“応援”のかたち



ஏ域の資金循環の仕ૌみ「ローカルファンド」構を指す

ஏ域社会をささえる༹々なのチャレンジを
資金でも応援できるよう、ਕとਕがつながり、
温かいお金のླྀれをつなぐ仕ૌみのことを
条市では「ローカルファンド」と呼んでいます。

ேકを応援しあえる仕ૌみ。



【市から】
・寄
・遺ଅ（寄）
・出資

【間企業から】
・寄
・金༧機関の༧資、
出資

●助
公益活ಊへのึ助金
事業指ఈ寄ౕ
冠基金による助ౕ

●助＋༧資
金༧機関との協༧資

●༧資
コミュニティビジネス
支援༧資

●ஏ域௪貨
ਕとਕをつなぐ交換ツール
ు子マネーの活༽

ஏ域課ୌの解決とஏ域資源を活༽したஏ域活化
をਬするためのコミュニティビジネスの支援

コーディネート
＆

※ハンズオン

条市の将པ
“ਕがつどい、まちが輝く、

快న環境実感市“ヒト・モノ・カネ
のஏ域循環

ソーシャル
イノベーション

かで自ཱིした持କ
可なஏ域社会の形

広い市参加、
ਕのつながりが
支えるஏ域

※投資先の運営に参画すること

産業の新たなླྀれ
仕事と家ఋの
バランスྒྷいらし

条市൝ローカルファンド構ーチャレンジを支えるஏ域಼循環を指してー

Point：社会ద収益の見える化
Point：事業への社会ద証

活༽のఈ資金ୣのఈ 条ふるさと基金（仮）

౦資 助 ༧資

●条市൝SIB
（ソーシャルインパクトボンド）
行のึ助金を果型へ、
住出資を活༽

実施

実施

【行から】
・దพึ助金の運営
委

・ふるさと੭による
NPO支援



ึ助金事業を「条市൝SIB」へ（ฑ30೧ౕ～）

Point 2
果の見える化、

果志向へ

Point 1
住による応援

＝出資
で事業を実施



実施を௪じてー行ึ助金のをえたఴ開へー

ஏ域の社会ద課ୌ
プロジェクト化
・情ๅ信

ஏ域住が
チャレンジをஎり、
出資を௪じて

応援の「ຌ気ౕ」が
高まる

ஏ域住が
ஏ域の社会ద課ୌを
「自事化」

つながりから
取ૌの可が

広がるਫ਼ସ系のร化 ਫ਼獣のଁ加
ྜྷ業などらしへの深刻な影響

ำ獲した鹿・ஶをジビエとして、ஏ域の逸に。
自ષと共ਫ਼する持କదなビジネスへ

社会ద課ୌと条市൝SIBプロジェクトの一ྭ
ਫ਼み出した価
からさらなる
チャレンジへ



これまでに実施したプロジェクト

ฑ３０೧ౕ ಝ産開事業・商業ஏ域活化事業
¾ 【᷄PENTA FARM】完熟果ソース商化プロジェクト
¾ 【つじ丸】はだかശ菜スイーツ拡プロジェクト
¾ 【とりやෳ（食旬ෳ）】ஏ元食材供によるわい出プロジェクト

ྫ元೧ౕ ಝ産開事業
¾ 【くらしとごはんリクル】୰原産はちみつり季ઇの果ジャム開プロジェクト

ྫ２೧ౕ つながり広がるチャレンジ応援事業
¾ 【たぬきຌะ株式会社】たぬきまんじゅう࿑拡プロジェクト
¾ 【ネイティブキッチン】「条ジビエ」スタートアッププロジェクト
¾ 【Ville natale】フレンチでஏ域のຳྙをつなぐプロジェクト

3೧間でྩ計7つのプロジェクト

出資者 延べਕ਼：２０１໌
出資金額 合計：４５０ຬ円



ྫ3೧ౕ プロジェクトとスケジュール
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今೧ౕ実施の２つのプロジェクト
TSUMIの条まつりఽ౹工芸継承プロジェクト

プロジェクト実行期間 ༁６カ月間

この間さまざまな形で
住の参加や協ྙを

いただきながらめます

ะこんにゃくవ一༆のベトナムช化交ླྀプロジェクト
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